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作物名 適用害虫名 使用量 使用時期
本剤の
使 用
回 数

使用方法
イミシアホス
を含む農薬の
総使用回数

だ い こ ん ネグサレセンチュウ 1₀～1₅kg/1₀a
は種前

1回

全面土壌混和

1回

に ん じ ん ネコブセンチュウ 1₅kg/1₀a
ほうれんそう ネコブセンチュウ

テンサイシストセンチュウ

2₀kg/1₀aは く さ い ネコブセンチュウ
ネグサレセンチュウ は種又は定植前

キ ャ ベ ツ ネグサレセンチュウ
テンサイシストセンチュウ

定植前

レ タ ス ネグサレセンチュウい ち ご

1₅～2₀kg/1₀a

な す
ト マ ト
ミニトマト
つるむらさき

ネコブセンチュウメ ロ ン
す い か
ピ ー マ ン
き ゅ う り

2回以内（定植
前の土壌混和
は1回以内、生
育期の土壌灌
注は1回以内）

に が う り

2₀kg/1₀a

1回

だ い ず ダイズシストセンチュウ は種前
え だ ま め は種又は定植前オ ク ラ

ネコブセンチュウか ん し ょ 1₅～₅₀kg/1₀a

植付前
ばれいしょ

2₀kg/1₀aネグサレセンチュウ
ジャガイモシロシストセンチュウ

ジャガイモシストセンチュウ 1₅～2₀kg/1₀a
1₀kg/1₀a 植溝土壌混和

ネグサレセンチュウやまのいも

2₀kg/1₀a 全面土壌混和

さ と い も

き く
植付前
又は
定植前

ネコブセンチュウ
ネダニ類

花 き 類・
観 葉 植 物
（きくを除く）

に ら ネダニ類 定植前1₀kg/1₀a 作条土壌混和
みしまさいこ ネコブセンチュウ 2₀kg/1₀a は種前 全面土壌混和
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効果・薬害等の注意　 　	
●全面土壌混和で使用する場合には、所定量の薬剤を圃場全面に均一に散布し、土壌中に均等に分布する
ようによく混和する。
●散布が不均一であったり、混和が不十分な場合には、効果不足や薬害を生じるおそれがあるので注意する。
●土壌が乾燥している場合は、処理後に十分散水する。
●だいこん、にんじんで使用する場合、低温期には種する作型には使用しない。
●カラー、花はすに使用する場合は、湛水状態で使用しない。また、使用後14日間は入水しない。
●ミツバチ及びマルハナバチに対して影響があるので、ミツバチ及びマルハナバチの巣箱及びその周辺に
はかからないようにする。
●蚕に対して、長期間毒性があるので、桑園に飛散しないように注意する。
●適用作物群に属する作物又はその新品種に本剤を初めて使用する場合は、使用者の責任において事前に
薬害の有無を十分確認してから使用する。なお、病害虫防除所等関係機関の指導を受けることが望ましい。
●本剤の使用に当たっては、使用量、使用時期、使用方法を誤らないように注意し、特に初めて使用する
場合は、病害虫防除所等関係機関の指導を受けることが望ましい。
●空袋等は圃場などに放置せず、環境に影響を与えないよう適切に処理する。

安全使用上の注意　 　	
●誤食などのないように注意する。
●本剤は眼に対して刺激性があるので、眼に入った場合には直ちに水洗し、眼科医の手当を受ける。
●使用の際は農薬用マスク、手袋、長ズボン・長袖の作業衣などを着用する。
作業後は直ちに手足、顔などを石けんでよく洗い、うがいをするとともに衣服を交換する。
●作業時に着用していた衣服等は他のものとは分けて洗濯する。
●かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意する。

治 療 法…有機リン剤の解毒剤：硫酸アトロピン製剤及びPAM製剤。
魚毒性等…該当なし
保　　管…密封し、直射日光をさけ、食品と区別して、冷涼・乾燥した所。
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